
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録情報を光学的に記録可能な光学式記録媒体において、
　蛇行して形成されたグルーブトラックを有し、前記グルーブトラック上に前記記録情報
が記録される第１の領域と、
　制御データに対応する第１の位相ピット列が蛇行して配置された第２の領域と、
　所定のデータに対応し、第２の領域における位相ピット列とは少なくとも蛇行振幅、深
さ又はピットのデューティのうち二つが物理的に異なる構造を有する第２の位相ピット列
が蛇行して配置された第３の領域と、を備え、
　前記第２の領域における蛇行振幅及び前記第３の領域における蛇行振幅の少なくともい
ずれか一方は、前記第１の領域における蛇行振幅より大きいことを特徴とする光学式記録
媒体。
【請求項２】
　前記第２の領域における蛇行振幅及び前記第３の領域における蛇行振幅は、それぞれの
領域から抽出されるウォブル信号の出力レベルが前記第１の領域から抽出されるウォブル
信号の出力レベルと略同一となるように設定されていることを特徴とする請求項１に記載
の光学式記録媒体。
【請求項３】
　少なくとも前記第１の領域及び前記第３の領域には、アドレス情報を含むプリピットが
前記グルーブトラック及び前記第２の位相ピット列に隣接して形成されていることを特徴
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とする請求項１又は２に記載の光学式記録媒体。
【請求項４】
　前記第２の領域におけるピット深さは、前記第３の領域におけるピット深さと異なるこ
とを特徴とする請求項１乃至３のいずれか一に記載の光学式記録媒体。
【請求項５】
　前記第１の位相ピット列は、前記制御データの読み出しを可能とし、かつ当該位相ピッ
ト列上に上書き記録された他のデータの読み出しを妨げるピット深さを有することを特徴
とする請求項１乃至４のいずれか一に記載の光学式記録媒体。
【請求項６】
　前記第２の位相ピットは、所定のデータに対応して形成され、前記プリピットの読み出
しを可能とし、かつ当該位相ピット列上に上書き記録された他のデータの読み出しを妨げ
るピット深さを有することを特徴とする請求項３に記載の光学式記録媒体。
【請求項７】
　前記第３の領域におけるピット深さは、前記第１の領域におけるグルーブトラックの深
さと同一に設定されることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか一に記載の光学式記録
媒体。
【請求項８】
　前記第３の領域の蛇行振幅は、前記第１の領域の蛇行振幅と同一に設定されていること
を特徴とする請求項１乃至６のいずれか一に記載の光学式記録媒体。
【請求項９】
　前記第１の領域は、グルーブトラックの深さが２０ｎｍ以上３５ｎｍ以下に設定され、
　前記第２の領域は、ピット深さが６０ｎｍ以上９０ｎｍ以下に設定され、
　前記第３の領域は、ピット深さが２０ｎｍ以上３５ｎｍ以下に設定されることを特徴と
する請求項１乃至６のいずれか一に記載の光学式記録媒体。
【請求項１０】
　前記第１の領域は、グルーブトラックの深さが３０ｎｍに設定され、
　前記第２の領域は、ピット深さが８０ｎｍ、ピット列の平均デューティが略５０％、蛇
行振幅が前記第１の領域の蛇行振幅の略２．７倍にそれぞれ設定され、
　前記第３の領域は、ピット深さが３０ｎｍ、ピット列の平均デューティが略８０％、蛇
行振幅が前記第１の領域の蛇行振幅の略１．３倍にそれぞれ設定されることを特徴とする
請求項１乃至６のいずれか一に記載の光学式記録媒体。
【請求項１１】
　前記第１の領域は、グルーブトラックの深さが３０ｎｍに設定され、
　前記第２の領域は、ピット深さが８０ｎｍ、ピット列の平均デューティが略５０％、蛇
行振幅が前記第１の領域の蛇行振幅の略２．７倍にそれぞれ設定され、
　前記第３の領域は、ピット深さが５０ｎｍ、ピット列の平均デューティが略８０％、蛇
行振幅が前記第１の領域の蛇行振幅と同一にそれぞれ設定されることを特徴とする請求項
１乃至６のいずれか一に記載の光学式記録媒体。
【請求項１２】
　前記第１の位相ピット列の深さが前記第２の位相ピット列の深さと前記グルーブトラッ
クの深さよりも深く、前記第１の位相ピット列の蛇行振幅が前記第２の位相ピット列の蛇
行振幅と前記グルーブトラックの蛇行振幅よりも大きいことを特徴とする請求項１乃至６
のいずれか一に記載の光学式記録媒体。
【請求項１３】
　記録情報を光学的に記録可能な光学式記録媒体を、光ディスク原盤を用いて製造する光
学式記録媒体製造装置において、
　グルーブトラックを蛇行させつつ前記光ディスク原盤にカッティングし、前記記録情報
が記録される第１の領域を形成する第１の領域形成手段と、
　制御データに対応する第１の位相ピット列を前記光ディスク原盤に蛇行させつつカッテ
ィングし、第２の領域を形成する第２の領域形成手段と、
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　所定のデータに対応する第２の位相ピット列を前記光ディスク原盤に蛇行させつつカッ
ティングし、前記第２の領域における位相ピット列とは少なくとも蛇行振幅、深さ又はピ
ットのデューティのうち二つが物理的に異なる構造を有する第２の位相ピット列を備えた
第３の領域を形成する第３の領域形成手段と、を備え、
　前記第２の領域形成手段及び前記第３の領域形成手段の少なくとも一方は、前記第１の
領域における蛇行振幅より大きい蛇行振幅を有する位相ピット列を形成することを特徴と
する光学式記録媒体製造装置。
【請求項１４】
　前記第２の領域形成手段及び前記第３の領域形成手段は、前記第２の領域における蛇行
振幅及び前記第３の領域における蛇行振幅を、それぞれの領域から抽出されるウォブル信
号の出力レベルが前記第１の領域から抽出されるウォブル信号の出力レベルと略同一とな
るように設定することを特徴とする請求項１３に記載の光学式記録媒体製造装置。
【請求項１５】
　前記第１の領域形成手段及び前記第３の領域形成手段は、アドレス情報を含むプリピッ
トを前記グルーブトラック及び前記第２の位相ピット列に隣接して形成することを特徴と
する請求項１３又は１４に記載の光学式記録媒体製造装置。
【請求項１６】
　前記第２の領域形成手段及び前記第３の領域形成手段は、前記第２の領域におけるピッ
ト深さが前記第３の領域におけるピット深さと異なるように前記位相ピット列を形成する
ことを特徴とする請求項１３乃至１５のいずれか一に記載の光学式記録媒体製造装置。
【請求項１７】
　前記第１の位相ピット列は、前記制御データの読み出しを可能とし、かつ当該位相ピッ
ト列上に上書き記録された他のデータの読み出しを妨げるピット深さを有することを特徴
とする請求項１３乃至１６のいずれか一に記載の光学式記録媒体製造装置。
【請求項１８】
　前記第２の位相ピット列は、所定のデータに対応して形成され、前記プリピットの読み
出しを可能とし、かつ当該位相ピット列上に上書き記録された他のデータの読み出しを妨
げるピット深さを有することを特徴とする請求項１５に記載の光学式記録媒体製造装置。
【請求項１９】
　前記第３の領域におけるピット深さは、前記第１の領域におけるグルーブトラックの深
さと同一に設定されることを特徴とする請求項１３乃至１８のいずれか一に記載の光学式
記録媒体製造装置。
【請求項２０】
　前記第３の領域の蛇行振幅は、前記第１の領域の蛇行振幅と同一に設定されていること
を特徴とする請求項１３乃至１８のいずれか一に記載の光学式記録媒体製造装置。
【請求項２１】
　前記第１の領域は、グルーブトラックの深さが２０ｎｍ以上３５ｎｍ以下に設定され、
　前記第２の領域は、ピット深さが６０ｎｍ以上９０ｎｍ以下に設定され、
　前記第３の領域は、ピット深さが２０ｎｍ以上３５ｎｍ以下に設定されることを特徴と
する請求項１３乃至１８のいずれか一に記載の光学式記録媒体製造装置。
【請求項２２】
　前記第１の位相ピット列の深さが前記第２の位相ピット列の深さと前記グルーブトラッ
クの深さよりも深く、前記第１の位相ピット列の蛇行振幅が前記第２の位相ピット列の蛇
行振幅と前記グルーブトラックの蛇行振幅よりも大きく設定されることを特徴とする請求
項１３乃至１８のいずれか一に記載の光学式記録媒体製造装置。
【請求項２３】
　記録情報を光学的に記録可能な光学式記録媒体を、光ディスク原盤を用いて製造する光
学式記録媒体製造方法において、
　グルーブトラックを蛇行させつつ前記光ディスク原盤にカッティングし、前記記録情報
が記録される第１の領域を形成する第１の領域形成工程と、
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　制御データに対応する第１の位相ピット列を前記光ディスク原盤に蛇行させつつカッテ
ィングし、第２の領域を形成する第２の領域形成工程と、
　所定のデータに対応する第２の位相ピット列を前記光ディスク原盤に蛇行させつつカッ
ティングし、前記第２の領域における位相ピット列とは少なくとも蛇行振幅、深さ又はピ
ットのデューティのうち二つが物理的に異なる構造を有する第２の位相ピット列を備えた
第３の領域を形成する第３の領域形成工程と、を備え、
　前記第２の領域形成工程及び前記第３の領域形成工程の少なくとも一方においては、前
記第１の領域における蛇行振幅より大きい蛇行振幅を有する位相ピット列を形成すること
を特徴とする光学式記録媒体製造方法。
【請求項２４】
　前記第２の領域形成工程及び前記第３の領域形成工程においては、前記第２の領域にお
ける蛇行振幅及び前記第３の領域における蛇行振幅を、それぞれの領域から抽出されるウ
ォブル信号の出力レベルが前記第１の領域から抽出されるウォブル信号の出力レベルと略
同一となるように設定することを特徴とする請求項２３に記載の光学式記録媒体製造方法
。
【請求項２５】
　前記第１の領域形成工程及び前記第３の領域形成工程においては、アドレス情報を含む
プリピットを前記グルーブトラック及び前記第２の位相ピット列に隣接して形成すること
を特徴とする請求項２３又は２４に記載の光学式記録媒体製造方法。
【請求項２６】
　前記第２の領域形成工程及び前記第３の領域形成工程においては、前記第２の領域にお
けるピット深さが前記第３の領域におけるピット深さと異なるように前記位相ピット列を
形成することを特徴とする請求項２３乃至２５のいずれか一に記載の光学式記録媒体製造
方法。
【請求項２７】
　前記第１の位相ピット列は、前記制御データの読み出しを可能とし、かつ当該位相ピッ
ト列上に上書き記録された他のデータの読み出しを妨げるピット深さを有することを特徴
とする請求項２３乃至２６のいずれか一に記載の光学式記録媒体製造方法。
【請求項２８】
　前記第２の位相ピット列は、所定のデータに対応して形成され、前記プリピットの読み
出しを可能とし、かつ当該位相ピット列上に上書き記録された他のデータの読み出しを妨
げるピット深さを有することを特徴とする請求項２５に記載の光学式記録媒体製造方法。
【請求項２９】
　前記第３の領域におけるピット深さは、前記第１の領域におけるグルーブトラックの深
さと同一に設定されることを特徴とする請求項２３乃至２８のいずれか一に記載の光学式
記録媒体製造方法。
【請求項３０】
　前記第３の領域の蛇行振幅は、前記第１の領域の蛇行振幅と同一に設定されていること
を特徴とする請求項２３乃至２８のいずれか一に記載の光学式記録媒体製造方法。
【請求項３１】
　前記第１の領域は、グルーブトラックの深さが２０ｎｍ以上３５ｎｍ以下に設定され、
　前記第２の領域は、ピット深さが６０ｎｍ以上９０ｎｍ以下に設定され、
　前記第３の領域は、ピット深さが２０ｎｍ以上３５ｎｍ以下に設定されることを特徴と
する請求項２３乃至２８のいずれか一に記載の光学式記録媒体製造方法。
【請求項３２】
　前記第１の位相ピット列の深さが前記第２の位相ピット列の深さと前記グルーブトラッ
クの深さよりも深く、前記第１の位相ピット列の蛇行振幅が前記第２の位相ピット列の蛇
行振幅と前記グルーブトラックの蛇行振幅よりも大きく設定されることを特徴とする請求
項２３乃至２８のいずれか一に記載の 。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ＤＶＤ等の光学式記録媒体の技術分野に属し、特に、記録トラックを蛇行して
形成した光学式記録媒体の技術分野に属する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、大容量の光学的情報記録媒体としてＤＶＤが広く一般化している。そして、再生専
用のＤＶＤに加えて、記録情報を記録及び再生することができるＤＶＤ－ＲＷ（ DVD‐ Re-
recordable）に関する規格が策定されつつある。このＤＶＤ－ＲＷの規格に従った光ディ
スク上には、所定のパターンで記録トラックとしてのグルーブトラックが形成される。そ
して、グルーブトラックは、一定周期で蛇行して形成することによりウォブリングが施さ
れ、記録時に一定周波数のウォブル信号を抽出することにより、ＤＶＤ－ＲＷの回転に同
期する基準信号として用いることができる。
【０００３】
一方、ＤＶＤ－ＲＷに対する記録が可能であることから、例えば、ＤＶＤ―ＲＯＭに記録
されている各種コンテンツデータをＤＶＤ－ＲＷに不法複写することが可能である。画像
や音楽などのコンテンツは、通常、著作権の保護対象であり、何らかの方法でＤＶＤ－Ｒ
Ｗに対する不法複写を防止することにより、著作権を有効に保護することが要請されてい
る。
【０００４】
そこで、ＤＶＤ－ＲＷ（ Ver.1.0）の規格では、不法複写を防止するための方策を定めて
おり、ＤＶＤ－ＲＯＭにおける再生制御データ等が記録された記録領域に対応するＤＶＤ
－ＲＷの領域に、予め所定のデータをエンボスピット列（位相ピット列）として埋め込む
こととしている。これによれば、かかる領域にたとえ他の再生制御データが上書き記録さ
れたとしても、上書き記録されたデータの再生信号はエンボスピット列による再生信号と
干渉して読み取ることができなくなり、実質的に他の再生制御データの上書き記録を不能
としている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、かかるエンボスピット列が埋め込まれた領域は、グルーブが断続形成され
ていることに等しいため、その領域から抽出されるウォブル信号の出力レベルが、連続グ
ルーブとされた記録データが記録される領域から抽出されるウォブル信号の出力レベルよ
り低く、安定にＤＶＤ－ＲＷの同期検出を行うことができなくなることが問題となる。
【０００６】
そこで、本発明は上述した問題点に鑑みて成されたものであり、グルーブトラックに施し
たウォブリングに基づくウォブル信号を常に一定にレベルに保ち、安定な同期制御を実現
することができる光学式情報記録媒体を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　上記の課題を解決するために、請求項１に記載の光学式記録媒体は、記録情報を光学的
に記録可能な光学式記録媒体において、蛇行して形成されたグルーブトラックを有し、前
記グルーブトラック上に前記記録情報が記録される第１の領域と、制御データに対応する
第１の位相ピット列が蛇行して配置された第２の領域と、所定のデータに対応し、第２の
領域における位相ピット列とは少なくとも蛇行振幅

が物理的に異なる構造を有する第２の位相ピット列が蛇行して配置された第３の領域
と、を備え、前記第２の領域における蛇行振幅及び前記第３の領域における蛇行振幅の少
なくともいずれか一方は、前記第１の領域における蛇行振幅より大きいことを特徴とする
。
　また、請求項２に記載の光学式記録媒体は、請求項１に記載の光学式記録媒体において
、前記第２の領域における蛇行振幅及び前記第３の領域における蛇行振幅は、それぞれの
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領域から抽出されるウォブル信号の出力レベルが前記第１の領域から抽出されるウォブル
信号の出力レベルと略同一となるように設定されていることを特徴とする。
【０００８】
　この発明によれば、光学式記録媒体を用いて、第１の領域には記録情報が記録されると
共に、第２の領域と第３の領域には、それぞれ複数の位相ピットが形成され、不法複写の
防止等の役割を担う。このとき、各領域が蛇行形状を有するので、ウォブル信号を抽出す
ることができる。そして第２の領域と第３の領域ではピット深さが異なる場合であっても
、そのウォブリング振幅が適切に設定されているので、基準となる第１の領域の場合と略
同一のウォブル信号の出力レベルを得ることができる。よって、光学式記録媒体の異なる
領域において常にウォブル信号の出力レベルを一定に保つことができ、高精度な同期制御
に利用することができる。
【０００９】
　請求項 に記載の光学式記録媒体は、請求項１ に記載の光学式記録媒体において
、

を特徴とする。
【００１０】
この発明によれば、請求項１に記載の発明と同様の作用に加えて、プリピットが第２の領
域以外の領域に形成されている。よって、プリピットの有無に応じて、第２の領域と第３
の領域の位相ピットを大きく異なるピット深さで形成する場合であっても、上述のように
ウォブル信号の出力レベルを同一に保つことができる。
【００１１】
　請求項 に記載の光学式記録媒体は、請求項１ に記載の光学式記録
媒体において、前記 ピット深さは、前記 グルーブ
トラックの深さと同一に設定されることを特徴とする。
【００１２】
　この発明によれば、請求項 に記載の発明と同様の作用に加えて、第１の領域の
グルーブトラックの深さと第３の領域のピット深さが同一になっている。よって、第１の
領域と第３の領域は、互いの蛇行振幅のみを変えるだけで、上述のようにウォブル信号の
出力レベルを同一に保つことができる。
【００１３】
　請求項 に記載の光学式記録媒体は、請求項 に記載の光学式記
録媒体において、前記第１の領域は、グルーブトラックの深さが３０ｎｍに設定され、前
記第２の領域は、ピット深さが８０ｎｍ、ピット列の平均デューティが略５０％、蛇行振
幅が前記第１の領域の蛇行振幅の略２．７倍にそれぞれ設定され、前記第３の領域は、ピ
ット深さが３０ｎｍ、ピット列の平均デューティが略８０％、蛇行振幅が前記第１の領域
の蛇行振幅の略１．３倍にそれぞれ設定されることを特徴とする。
【００１４】
　この発明によれば、請求項 に記載の発明に対し、具体的な条件が与えられてい
る。よって、特にＤＶＤ－ＲＷを用いて構成する場合に好適な設計条件を与えることがで
きる。
【００１５】
　請求項 に記載の光学式記録媒体は、請求項 に記載の光学式記録
媒体において、前記第３の領域の蛇行振幅は、前記第１の領域の蛇行振幅と同一に設定さ
れていることを特徴とする。
【００１６】
　この発明によれば、請求項 に記載の発明と同様の作用に加えて、第１の領域の
蛇行振幅と第３の領域の蛇行振幅が同一になっている。よって、第１の領域のグルーブト
ラックの深さと第３の領域のピット深さを変えるだけで、上述のようにウォブル信号の出
力レベルを同一に保つことができる。
【００１７】
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７ 乃至６のいずれか一
第３の領域における 第１の領域における

１乃至６

１０ １乃至６のいずれか一

１乃至６

８ １乃至６のいずれか一

１乃至６



　請求項 に記載の光学式記録媒体は、請求項 に記載の光学式記
録媒体において、前記第１の領域は、グルーブトラックの深さが３０ｎｍに設定され、前
記第２の領域は、ピット深さが８０ｎｍ、ピット列の平均デューティが略５０％、蛇行振
幅が前記第１の領域の蛇行振幅の略２．７倍にそれぞれ設定され、前記第３の領域は、ピ
ット深さが５０ｎｍ、ピット列の平均デューティが略８０％、蛇行振幅が前記第１の領域
の蛇行振幅と同一にそれぞれ設定されることを特徴とする。
【００１８】
　この発明によれば、請求項 に記載の発明に対し、具体的な条件が与えられてい
る。よって、特にＤＶＤ－ＲＷを用いて構成する場合に好適な設計条件を与えることがで
きる。
【００１９】
　請求項１３に記載の光学式記録媒体製造装置は、記録情報を光学的に記録可能な光学式
記録媒体を、光ディスク原盤を用いて製造する光学式記録媒体製造装置において、グルー
ブトラックを蛇行させつつ前記光ディスク原盤にカッティングし、前記記録情報が記録さ
れる第１の領域を形成する第１の領域形成手段と、制御データに対応する第１の位相ピッ
ト列を前記光ディスク原盤に蛇行させつつカッティングし、第２の領域を形成する第２の
領域形成手段と、所定のデータに対応する第２の位相ピット列を前記光ディスク原盤に蛇
行させつつカッティングし、前記第２の領域における位相ピット列とは少なくとも蛇行振
幅 が物理的に異なる構造を有する第２の位相ピ
ット列を備えた第３の領域を形成する第３の領域形成手段と、を備え、前記第２の領域形
成手段及び前記第３の領域形成手段の少なくとも一方は、前記第１の領域における蛇行振
幅より大きい蛇行振幅を有する位相ピット列を形成することを特徴とする。
　また、請求項１４に記載の光学式記録媒体製造装置は、請求項１３に記載の光学式記録
媒体製造装置において、前記第２の領域形成手段及び前記第３の領域形成手段は、前記第
２の領域における蛇行振幅及び前記第３の領域における蛇行振幅を、それぞれの領域から
抽出されるウォブル信号の出力レベルが前記第１の領域から抽出されるウォブル信号の出
カレベルと略同一となるように設定することを特徴とする。
【００２０】
　請求項２３記載の光学式記録媒体製造方法は、記録情報を光学的に記録可能な光学式記
録媒体を、光ディスク原盤を用いて製造する光学式記録媒体製造装置において、グルーブ
トラックを蛇行させつつ前記光ディスク原盤にカッティングし、前記記録情報が記録され
る第１の領域を形成する第１の領域形成工程と、制御データに対応する第１の位相ピット
列を前記光ディスク原盤に蛇行させつつカッティングし、第２の領域を形成する第２の領
域形成工程と、所定のデータに対応する第２の位相ピット列を前記光ディスク原盤に蛇行
させつつカッティングし、前記第２の領域における位相ピット列とは少なくとも蛇行振幅

が物理的に異なる構造を有する第２の位相ピッ
ト列を備えた第３の領域を形成する第３の領域形成工程と、を備え、前記第２の領域形成
工程及び前記第３の領域形成工程の少なくとも一方は、前記第１の領域における蛇行振幅
より大きい蛇行振幅を有する位相ピット列を形成することを特徴とする。
　また、請求項２４に記載の光学式記録媒体製造方法は、請求項２３に記載の光学式記録
媒体製造方法において、前記第２の領域形成工程及び前記第３の領域形成工程においては
、前記第２の領域における蛇行振幅及び前記第３の領域における蛇行振幅を、それぞれの
領域から抽出されるウォブル信号の出力レベルが前記第１の領域から抽出されるウォブル
信号の出カレベルと略同一となるように設定することを特徴とする。
【００２１】
　請求項 と請求項 にそれぞれ記載の発明によれば、光学式記録
媒体の製造に用いる光ディスク原盤に対し、グルーブトラックがカッティングされた第１
の領域、複数の位相ピットが設けられた第２の領域及び第３の領域を形成する。このとき
、各領域の形成に用いる光ビームのウォブル信号で変調するので、それぞれに蛇行パター
ンが形成される。そして、第２の領域と第３の領域ではカッティングするピット深さが異
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なる場合であっても、上記変調の度合が適切に設定されているので、基準となる第１の領
域の場合と略同一の蛇行振幅で形成することできる。よって、スタンパを用いて製造され
た光学式記録媒体は、異なる領域において常にウォブル信号の出力レベルを一定に保つこ
とができ、高精度な同期制御を行うことができる。
【００２２】
　請求項 に記載の光学式記録媒体製造装置は、請求項 に記載の光学式記
録媒体製造装置において、前記第１の領域形成手段及び前記第３の領域形成手段は、アド
レス情報を含むプリピットを前記グルーブトラック及び前記第２の位相ピット列に隣接し
て形成することを特徴とする。
【００２３】
　請求項 に記載の光学式記録媒体製造 は、請求項 に記載の光学式記
録媒体製造方法において、前記第１の領域形成工程及び前記第３の領域形成工程では、ア
ドレス情報を含むプリピットを前記グルーブトラック及び前記第２の位相ピット列に隣接
して形成することを特徴とする。
【００２４】
　請求項 と請求項 にそれぞれ記載の発明によれば、請求項 と請求項

にそれぞれ記載の発明と同様の作用に加えて、プリピットが第１及び第３の
領域において形成される。よって、プリピットの有無に応じて、第２の領域と第３の領域
の位相ピットを、互いに異なるピット深さで形成する場合であっても、上述のようにスタ
ンパを用いて製造された光学式記録媒体は、異なる領域において常にウォブル信号の出力
レベルを一定に保つことができる。
【００２５】
【発明の実施の形態】
本発明の好適な実施の形態について、図１～図１４を参照して説明する。なお、以下では
、記録情報を記録可能な光学式記録媒体としてのＤＶＤ－ＲＷに対して本発明を適用した
場合の実施の形態について説明する。
【００２６】
図１は、本実施形態に係るＤＶＤ－ＲＷの平面図であり、ＤＶＤ－ＲＷの出荷時における
平面図である。図１に示すように、本実施形態に係るＤＶＤ－ＲＷ１には、出荷時にＤＶ
Ｄ－ＲＷ１に対して記録情報を記録する情報記録装置（不図示）のスピンドルモータに固
定する際に用いられるクランプ孔ＣＨがその中央に開口されている。また、ＤＶＤ－ＲＷ
１には、記録情報の再生制御に必要な制御データに対応するエンボスピット列が埋め込ま
れた第２の領域（再生専用領域ＲＡ）と、所定のデータに対応するエンボスピット列が埋
め込まれた第３の領域（不可能領域ＵＡ）とが同心円状に形成されている。本実施例によ
れば、再生専用領域ＲＡのエンボスピット列は制御データの読み出しが可能とされており
、不可能領域ＵＡのエンボスピット列は所定のデータの読み出しが不可能とされている。
これらの再生専用領域ＲＡと不可能領域ＵＡとは、上述したようにＤＶＤ－ＲＷ１に対す
る不法複写を防止すべく、ＤＶＤ－ＲＯＭの再生制御情報等の記録領域に相当するＤＶＤ
－ＲＷ１上の領域であり、他の制御データを上書き記録不能とした領域である。
【００２７】
そして、上記情報記録装置において、ＤＶＤ－ＲＷ１に記録情報を記録するに当たって最
初に初期化処理が実行された後においては、ＤＶＤ－ＲＷ１には、図１に破線で示すよう
にその内周側から、制御情報領域ＲＩと、リードインエリアＬ１と、本発明の第１の領域
としての記録領域ＤＡとが形成されている。
【００２８】
制御情報領域Ｒ１には、ＤＶＤ－ＲＷ１に対する記録情報の記録及び再生に用いられる制
御情報が初期化時に記録される。具体的な制御情報としては、例えば、記録及び再生を行
う光ビームの強度の設定情報や、記録に用いる記録制御情報などが含まれる。リードイン
エリアＬ１には、記録及び再生の開始を示す開始情報が初期化時に記録される。記録領域
ＤＡは、ＤＶＤ－ＲＷ１に各種コンテンツ等の記録情報を実際に記録するための領域であ
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る。なお、図１において、出荷時に既に形成されている再生専用領域ＲＡ及び不可能領域
ＵＡのそれぞれの区画線を実線で示し、初期化後に形成される制御情報領域ＲＩ、リード
インエリアＬＩ、記録領域ＤＡのそれぞれの区画線を破線で示して区別している。
【００２９】
ＤＶＤ―ＲＷ１に対する上記の初期化処理が終了した時点では、再生専用領域ＲＡと不可
能領域ＵＡは共にリードインエリアＬＩに含まれることになる。また、ＤＶＤ－ＲＷ１全
体に対する記録情報の記録が終了する際に、記録終了を示す終了情報が記録されるリード
アウトエリアが、記録領域ＤＡの最外周部に形成されることになる。
【００３０】
次に図２は、後述のプリピットが形成されたＤＶＤ－ＲＷ１の構造を示す断面図である。
それぞれ、図２（ａ）は、記録領域ＤＡにおけるＤＶＤ－ＲＷ１の構造を示す斜視図であ
り、図２（ｂ）は、図２（ａ）の矢印方向からグルーブトラックを見た断面図である。
【００３１】
上記ＤＶＤ－ＲＷ１においては、再生専用領域ＲＡを除いた領域に、出荷時の段階でラン
ドトラック３にプリピット４が形成される。このプリピット４は、ＤＶＤ－ＲＷ１に記録
する際の記録位置を示すアドレス情報がプリ情報として記録されている。
【００３２】
また、上記ＤＶＤ－ＲＷ１のグルーブトラック２には、同様に出荷時の段階で、回転制御
等の記録動作全般の同期制御に用いるウォブル信号を発生させるためのウォブリングが施
されている。すなわち、ＤＶＤ－ＲＷ１には、一定の周期で蛇行するグルーブトラック２
が予め形成されている。
【００３３】
図２（ａ）、（ｂ）において、ＤＶＤ－ＲＷ１は相変化薄膜からなる記録層１１を備えた
相変化型の光ディスクであり、記録トラックとしてのグルーブトラック２と、グルーブト
ラック２に隣接するガイドトラックとしてのランドトラック３が基板９上に交互に形成さ
れている。グルーブトラック２には、再生時又は記録時に、波長６５０ｎｍの光ビームＢ
が照射され、ランドトラック３の作用により光ビームＢをグルーブトラック２に誘導させ
ることができる。
【００３４】
図２（ｂ）に示すように、グルーブトラック２は、基板９上に、樹脂層９Ａ、反射層６、
保護層８、記録層１１、保護層５、保護膜７が順に積層された断面構造になっている。保
護層５、８は、記録層１１を挟むように配置され、記録層１１を保護する機能を有する。
反射層６は、照射された光ビームＢを反射する役割を担う。保護膜７と樹脂層９Ａは、上
記の各層を外気等から保護するために設けられている。
【００３５】
このとき、グルーブトラック２の深さは記録層１１の位置で２０ｎｍ以上３５ｎｍ以下と
されており、また、隣接する２つのグルーブトラック２の中心線同士の間隔は、０．７４
μｍとされている。
【００３６】
一方、上述したように、ランドトラック３には上記プリ情報に対応するプリピット４が出
荷時の段階で形成されている。そして、情報記録装置がＤＶＤ－ＲＷ１に記録情報を記録
する際には、プリピット４を検出して予め記録されているプリ情報を後述するように取得
し、これに基づいて光ビ－ムＢの最適出力等を設定すると共に、プリ情報としてのアドレ
ス情報に基づいて記録情報の所定の記録位置に記録する。
【００３７】
また、図２（ａ）に示されるように、グルーブトラック２が蛇行して形成され、上記ウォ
ブリングが施されている。グルーブトラック２のウォブリングに基づいて抽出されるウォ
ブル信号は、比較的低い周波数（具体的には、１４０ｋＨｚ）の周期信号になっている。
また、グルーブトラック２の蛇行振幅としてのウォブリング振幅は一定に保たれているの
で、抽出されるウォブル信号のレベルも一定になる。そして、情報記録装置がＤＶＤ－Ｒ
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Ｗ１に記録情報を記録する際には、グル－ブトラック２からの検出信号からウォブル信号
を抽出し、これを同期基準としてＤＶＤ－ＲＷ１の動作全般を制御する。
【００３８】
ここで、図２（ａ）に示すように、ＤＶＤ－ＲＷ１に記録情報を記録するときは、グルー
ブトラック２の中心をトレースさせるように光ビームＢを照射して、グルーブトラック２
上に相変化ピットを所定のパターンで形成して記録情報を記録する。
【００３９】
このとき、光ビームＢにより形成される光スポットＳＰは、図２（ａ）に示すように、グ
ルーブトラック２に加え、光スポットＳＰの一部がランドトラック３にも照射可能なサイ
ズになるような配置に設定される。そして、光スポットＳＰの反射光を用いてプッシュプ
ル方式（ＤＶＤ－ＲＷ１の回転方向に平行な分割線により分割された光検出器を用いたラ
ジアルプッシュプル方式）により、プリピット４が担うプリ情報が検出される。なお、光
ビームＢをグルーブトラック２に追従させるためのトラッキングサーボ制御に関しても、
上記プッシュプル方式に基づいて行われる。
【００４０】
次に、図３及び図４により、ＤＶＤ－ＲＷ１上に形成された再生専用領域ＲＡの構造につ
いて説明する。図３は、再生専用領域ＲＡと不可能領域ＵＡとの境界付近の構造を示す平
面拡大図である。図４（ａ）は、図３のＡ－Ａ’部から見た再生専用領域ＲＡの断面図で
あり、図４（ｂ）は、図３のＢ－Ｂ’部から見た再生専用領域ＲＡの断面図である。なお
、図４（ａ）は、図２（ａ）に対応する断面図であり、図４（ｂ）は、図２（ｂ）に対応
する断面図である。
【００４１】
再生専用領域ＲＡにおいては、図２に示すような連続するグルーブトラック２及びランド
トラック３は形成されていない。一方、図３に示すように、再生専用領域ＲＡには、ＤＶ
Ｄ－ＲＷ１の再生時に用いる再生制御情報等を担うエンボスピット列としての複数の位相
ピットＰＩが形成されている。この位相ピットＰＩに基づいて、光ビームＢを照射したと
きに生じる回折に起因して反射光のレベルが変化することにより、位相ピットＰＩの有無
を判別して再生制御情報等の検出が可能となる。
【００４２】
図３に示すように、再生専用領域ＲＡに形成された位相ピットＰＩにより、中心線ＣＬに
沿って断続的に並ぶピット列は蛇行して配置され、一定の周期でウォブリングが施されて
いる。そして、位相ピットＰＩのピット列が蛇行する周期は、図２に示すグルーブトラッ
ク２のウォブリング周期と同様の周期に設定されている。また、位相ピットＰＩのピット
列のウォブリング振幅は、後述のようにウォブル信号のレベルを考慮して適切に設定され
ている。このように、再生専用領域ＲＡにおける位相ピットＰＩのピット列をトレースす
る場合も、ウォブル信号の抽出が可能となる。
【００４３】
ここで、再生専用領域ＲＡ内の位相ピットＰＩの深さは、制御データの読み出しを可能と
し、かつこの位相ピット列上に上書き記録された他の制御データの読み出しを妨げるため
、記録層１１の位置で６０ｎｍ以上９０ｎｍ以下とされている。また、ＤＶＤ－ＲＷ１の
半径方向に相隣接する位相ピットＰＩの中心線同士の間隔は、グルーブトラック２の場合
と同様に０．７４μｍとされている。そして、本実施形態においては、再生専用領域ＲＡ
内の位相ピットＰＩのピット列に基づくウォブル信号のレベルを、上記グルーブトラック
２に施されたウォブリングに基づくウォブル信号と同様のレベルにすべく、位相ピットＰ
Ｉの深さを適切に設定しているが、詳しくは後述する。
【００４４】
なお、再生専用領域ＲＡにおいて位相ピットＰＩが形成されていない部分は、図４（ｂ）
に示すように全くの平面とされている。
【００４５】
また、再生専用領域ＲＡには、プリピット４は形成されていない。これは、後述するよう
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に位相ピットＰＩとプリピット４とが同じ深さに形成されるため、両者が同一の領域内に
存在すると互いに光学的に干渉し合って双方の検出が困難となるからである。
【００４６】
次に、図３により、ＤＶＤ－ＲＷ１に形成された不可能領域ＵＡの構造について説明する
。上述した不可能領域ＵＡには、図３に示すように、再生専用領域ＲＡと同様に連続する
グルーブトラック２及びランドトラック３は形成されていない。一方、不可能領域ＵＡに
は、エンボスピット列としての複数の位相ピットＰＩ’が形成され、８－１６変調された
所定のデータに対応している。また、位相ピットＰ’のピット列にもウォブリングが施さ
れている。
【００４７】
ここで、不可能領域ＵＡの位相ピットＰＩ’の深さは、プリピット４の読み出しを可能と
し、かつこの位相ピット列上に上書き記録された他の制御データの読み出しを妨げるため
、記録層１１の位置で２０ｎｍ以上３５ｎｍ以下とされ、グルーブトラック２と同様にな
っている。このように構成された不可能領域ＵＡ内の記録層１１に光ビームが照射され相
変化ピットが形成された場合には、その上部にある位相ピットＰＩ’との干渉に起因して
、相変化ピットの内容を検出することができない。
【００４８】
なお、不可能領域ＵＡには、上記プリピット４によりアドレス情報が記録されている。従
って、記録時にＤＶＤ－ＲＷ１の回転に伴って記録領域ＤＡに記録用の光ビームＢが達す
るのに先立って、ＤＶＤ－ＲＷ１上の記録位置を情報記録装置において把握できることと
なる。
【００４９】
次に、図５により、本実施形態に係るＤＶＤ－ＲＷ１における記録フォーマットについて
説明する。図５は、リードインエリアＬＩと記録領域ＤＡが形成された後におけるＤＶＤ
－ＲＷ１の記録フォーマットの一部を示す図である。
【００５０】
図５に示すように、上記の初期化処理が行われた後においては、リードインエリアＬＩ内
には、内周側から、イニシャルゾーンＩＺと、参照コードゾーンＲＺと、第１バッファゾ
ーンＢ１と、上述した再生専用領域ＲＡ及び不可能領域ＵＡと、第２バッファゾーンＢ２
とが形成されている。このうち、イニシャルゾーンＩＺ、第１バッファゾーンＢ１、第２
バッファゾーンＢ２には、全てのビット列にゼロデータが記録されている。また、参照コ
ードゾーンＲＺには、上記開始情報等を含む参照コードが記録されている。
【００５１】
図５の左側に示すように、プリピット４が担うアドレス情報は、イニシャルゾーンＩＺ、
参照コードゾーンＲＺ、第１バッファゾーンＢ１については内周側から順次インクリメン
トするように設定されている。これに対し、不可能領域ＵＡと第２バッファゾーンＢ２に
ついては記録領域ＤＡの最内周部（第２バッファゾーンＢ２の最外周部）から順次デクリ
メントするように設定されている。上述のように、プリピット４が形成されない再生専用
領域ＲＡにはアドレス情報が設定されないので、その前後でアドレス情報が不連続に設定
されている。
【００５２】
一方、ＤＶＤフォーマットに対応するセクタ番号については、図５の右側に示すように設
定される。すなわち、再生専用領域ＲＡについては、出荷時に予め位相ピットＰＩにより
セクタ番号が記録されるのに対し、再生専用領域ＲＡ及び不可能領域ＵＡを除くリードイ
ンエリアＬＩ内については、初期化後に連続的に配置されるセクタ番号が設定される。こ
のとき、不可能領域ＵＡについては、その最内周部と最外周部との間で連続して変化する
ようにセクタ番号が設定されている。
【００５３】
次に、図６により、再生専用領域ＲＡにおける位相ピットＰＩの深さと光学的特性の関係
について説明する。図６は、再生専用領域ＲＡの位相ピットＰＩの深さに対し、位相ピッ
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トＰＩにより検出される検出信号の出力レベル及びプッシュプル方式に基づくトラッキン
グエラー信号の出力レベルとの関係についての実験結果を示す図である。
【００５４】
上述したように、再生専用領域ＲＡにおいてトラッキングサーボ制御を正確に行いつつ、
位相ピットにより記録されているセクタ情報等を検出するためには、検出信号とトラッキ
ングエラー信号とが共に良好な出力レベルで検出される必要がある。図６において、検出
信号及びトラッキングエラー信号の双方の出力レベルを許容範囲にするには、位相ピット
ＰＩの深さを６０ｎｍ以上９０ｎｍ以下（図６中Ｂ領域）に設定する必要がある。また、
位相ピットＰＩの深さを７０ｎｍ以上８０ｎｍ以下（図６中Ａ領域）に設定すれば、検出
信号及びトラッキングエラー信号の双方の出力レベルを更に最適化することができる。
【００５５】
次に、図７を用いて、上述のような構造を有するＤＶＤ－ＲＷ１を製造するカッティング
装置について説明する。図７は、本実施形態に係るカッティング装置の概略構成を示すブ
ロック図である。
【００５６】
図７に示すように、本実施形態に係るカッティング装置は、ランドデータ発生器２０と、
パラレル／シリアル変換器２１と、プリフォーマット用エンコーダ２２と、クロック信号
発生部２３と、レーザ発生装置２４と、光変調器２５と、対物レンズ２６と、スピンドル
モータ２９と、回転検出器３０と、回転サーボ回路３１と、送りユニット３２と、位置検
出器３３と、送りサーボ回路３４と、ＣＰＵ４０と、グルーブデータ発生器５０と、ウォ
ブル信号発生器５１と、可変利得アンプ５２と、スイッチ５３とにより構成されている。
【００５７】
また、光ディスク原盤は、ガラス基板２７と、このガラス基板２７上にコーティングされ
たレジスト２８とにより構成されている。レジスト２８は、後述の光ビームＢＧ、ＢＬが
照射されることにより感光され、光ビームＢＧ、ＢＬの強度の変化に対応した形状のピッ
トが形成されるものである。
【００５８】
図７において、ランドデータ発生器２０は、ＣＰＵ４０の制御の下、ランドトラック３に
形成されるプリピット４のパターンに対応するパラレルデータを出力する。出力されたパ
ラレルデータは、パラレル／シリアル変換器２１によってシリアルデータに変換される。
そして、このシリアルデータは、プリフォーマット用エンコーダ２２に入力され、クロッ
ク信号発生部２３から供給されるプリフォーマッティング用のクロック信号に基づいて、
ランドトラック３やプリピット４を実際に光ディスク原盤上に形成するためのランドデー
タ信号ＳＬが生成され、光変調器２５に出力される。
【００５９】
一方、グルーブデータ発生器５０は、ＣＰＵ４０の制御の下、グルーブトラック２、ある
いは、予め形成すべき位相ピットＰＩ、ＰＩ’のパターンに対応するグルーブデータを生
成し、スイッチ５３に対する制御信号として出力する。
【００６０】
また、ウォブル信号発生器５１は、グルーブトラック２のウォブリングを施すためのウォ
ブル信号を発生する。そして、ウォブル信号は、可変利得アンプ５２によりＣＰＵ４０の
制御に基づく所定のウォブルゲインで増幅された後、スイッチ５３に出力される。
【００６１】
上述のようにスイッチ５３では、ゲインを付与されたウォブル信号とグランドレベルが入
力され、グルーブデータ発生器５０から出力されるグルーブデータに基づいて切り換え制
御が行われる。これにより、実際に光ディスク原盤上にグルーブトラック２の形状を形成
するためのグルーブデータ信号ＳＧを光変調器２５に出力する。
【００６２】
レーザ発生装置２４は、光ディスク原盤に対し、グルーブトラックを形成するための第１
の光ビームＢＧと、ランドトラック３のプリピット４を形成するための第２の光ビームＢ
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Ｌを出射する。上述した光変調器２５において、第１の光ビームＢＧに対してはグルーブ
データ信号ＳＧに基づく変調が施される一方、第２の光ビームＢＬに対してはランドデー
タ信号ＳＬに基づく変調が施される。更に、レーザ発生装置２４におけるレーザパワーは
、ＣＰＵ４０の制御に従って所定のタイミングで制御される。そして、光ビームＢＧ、Ｂ
Ｌは、対物レンズ２６を介して光ディスク原盤上に集光される。
【００６３】
このとき、スピンドルモータ２９が光ディスク原盤を回転させると共に、回転検出器３０
が光ディスク原盤の回転を検出する。これにより、回転サーボ回路３１が光ディスク原盤
の回転を制御すると共に、回転に同期した回転パルスを出力する。
【００６４】
位置検出器３３は、送りユニット３２の位置を検出し、その検出信号を送りサーボ回路３
４に出力する。送りサーボ回路３４は、位置検出器３３からの検出信号に基づいて、送り
ユニット３２の位置情報を取得し、これにより送りユニット３２の移動をサーボ制御する
。
【００６５】
以上のような動作が行われることにより、螺旋状のトラックとエンボスピット列に対応す
る凹凸形状が光ディスク原盤上に形成され、かかる光ディスク原盤に基づいて光ディスク
製造のための抜き型としてのスタンパディスクが作成されることになる。その後は、スタ
ンパディスクを用いたレプリケーションプロセスが実行され、本発明に係るレプリカディ
スクとしてのＤＶＤ－ＲＷ１が大量生産される。
【００６６】
次に、図８～図１０に示すフローチャートにより、本実施形態に係るカッティング装置に
おいて行われる光ディスク原盤のカッティング処理について説明する。なお、この処理は
図示しないメモリ手段に格納される制御プログラムに従って、主にＣＰＵ４０により行わ
れる。
【００６７】
図８に示すように、カッティング装置における処理が開始されると、可変利得アンプ５２
におけるウォブルゲインと、レーザ発生装置２４におけるレーザパワーの初期設定を行う
（ステップＳ１）。ここでは、標準的なウォブリング量でグルーブトラック２を形成する
場合のウォブルゲインを設定すると共に、グルーブトラック２の深さが３０ｎｍとなるよ
うなレーザパワーを設定する。
【００６８】
続いて、光ディスク原盤に対し、グルーブトラック２とランドトラック３のプリピット４
の形成を開始する（ステップＳ２）。すなわち、回転サーボ回路３１及び送りサーボ回路
３４を制御しつつ、レーザ発生装置２４を駆動制御して、第１の光ビームＢＧと第２の光
ビームＢＬの光ディスク原盤への照射を開始する。
【００６９】
そして、プリピット４に記録すべきアドレス情報を参照して、再生専用領域ＲＡに到達し
たか否かを判定する（ステップＳ３）。図５に示されるように、再生専用領域ＲＡの先頭
アドレス００２Ｆ２０ｈを検出すればよい。ステップＳ３の判定の結果、再生専用領域Ｒ
Ａに到達したときは（ステップＳ３；ＹＥＳ）、再生専用領域ＲＡの形成処理を行う（ス
テップＳ４）。
【００７０】
ここで、図９により、ステップＳ４の具体的な処理を説明する。図９に示す再生専用領域
ＲＡの形成処理が開始されると、上述のように再生専用領域ＲＡにはプリピット４がない
ので、プリピット４の形成を一時停止する（ステップＳ１１）。よって、光ディスク原盤
に対するレーザ発生装置２４による第２の光ビームＢＬの照射は停止される。
【００７１】
次に、再生専用領域ＲＡにおける位相ピットＰＩのピット列によるウォブリング振幅に適
合するように、ウォブルゲインを設定する（ステップＳ１２）。また、再生専用領域ＲＡ
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における位相ピットＰＩの深さに適合するように、レーザパワーを設定する（ステップＳ
１３）。なお、再生専用領域ＲＡにおけるウォブリング振幅と位相ピットＰＩの深さの具
体的な設定については後述する。
【００７２】
次に、再生専用領域ＲＡに位相ピットＰＩを用いて記録すべきセクタ番号を００２Ｆ２０
０ｈにセットする（ステップＳ１４）。これは、図５に示されるように、再生専用領域Ｒ
Ａの先頭のセクタ番号に対応している。
【００７３】
次に、再生専用領域ＲＡの位相ピットＰＩの形成を開始する（ステップＳ１５）。これに
より、再生専用領域ＲＡには、位相ピットＰＩのピット列が所定のウォブリング振幅とピ
ット深さで形成されることになる。
【００７４】
そして、ステップＳ１５以降、上記のセクタ番号を参照して、不可能領域ＵＡに到達した
か否かを判定する（ステップＳ１６）。図５に示されるように、不可能領域ＵＡの先頭ア
ドレス００２ＦＤ０ｈに対応するセクタ番号を検出すればよい。ステップＳ１６の判定の
結果、不可能領域ＵＡに到達したときは（ステップＳ１６；ＹＥＳ）、図８のステップＳ
５に移行する。
【００７５】
次に、図８に示すように、不可能領域ＵＡの形成処理を行う（ステップＳ５）。　ここで
、図１０により、ステップＳ５の具体的な処理を説明する。図１０に示す不可能領域ＵＡ
の形成処理が開始されると、上述のように不可能領域ＵＡにはプリピット４を形成する必
要があるので、プリピット４により記録するアドレスを００２ＦＤ０ｈにセットする。こ
れは、上述したように、不可能領域ＵＡの先頭アドレスに対応している。
【００７６】
そして、ステップＳ１１にて一時停止されていたプリピット４の記録を再開する（ステッ
プＳ２２）。これ以降、光ディスク原盤に対するレーザ発生装置２４による第２の光ビー
ムＢＬの照射が行われる。
【００７７】
　次に、不可能領域ＵＡにおける位相ピットＰＩ’のピット列によるウォブリング振幅に
適合するように、ウォブルゲインを設定する（ステップＳ２３）。また、
における位相ピットＰＩ’の深さに適合するように、レーザパワーを設定する（ステップ
Ｓ２４）。なお、不可能領域ＵＡにおけるウォブリング振幅と位相ピットＰＩ’の深さの
具体的な設定については後述する。
【００７８】
次に、不可能領域ＵＡの位相ピットＰＩ’の形成を開始する（ステップＳ２５）。これに
より、不可能領域ＵＡには、位相ピットＰＩ’のピット列が所定のウォブリング振幅と深
さで形成されると共に、これに隣接してアドレス情報を担うプリピット４が形成されるこ
とになる。
【００７９】
そして、ステップＳ２５以降は上記のアドレス情報を参照しつつ、第２バッファゾーンＢ
２に到達したか否かを判定する（ステップＳ２６）。図５に示されるように、第２バッフ
ァゾーンＢ２の先頭アドレス００２ＦＥ０ｈを検出すればよい。ステップＳ２６の判定の
結果、第２バッファゾーンＢ２に到達したときは（ステップＳ２６；ＹＥＳ）、図８のス
テップＳ６に移行する。
【００８０】
次に、図８に示すように、上述のように設定を変更したウォブルゲインとレーザパワーを
ステップＳ１と同様の初期設定状態に戻す（ステップＳ６）。これ以降は、標準的なウォ
ブリング量であって、深さが３０ｎｍとなるグルーブトラック２が形成されることになる
。
【００８１】
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そして、ステップＳ６以降は上記のアドレス情報を参照しつつ、ＤＶＤ－ＲＷ１における
所定の記録終了位置に到達したか否かを判定する（ステップＳ７）。その結果、記録終了
位置に到達したときは（ステップＳ７；ＹＥＳ）、図８～図１０のカッティング処理を終
了する。
【００８２】
【実施例】
次に、本実施形態において、再生専用領域ＲＡと不可能領域ＵＡに関する具体的な構成の
実施例を説明する。以下の実施例では、再生専用領域ＲＡと不可能領域ＵＡにおけるウォ
ブル信号の出力レベルを最適化すべく、それぞれの位相ピットＰＩ、ＰＩ’のピット列に
対するウォブリング振幅及びピット深さを適宜に設定すべきパラメータとしている。
【００８３】
まず、図１１及び図１２を用いて、上記各パラメータとウォブル信号の出力特性との関係
についてのシミュレーション結果を説明する。図１１は、ピット深さ（グルーブ深さ）に
対するプッシュプル方式に基づくトラッキングエラー信号の出力レベルの関係を求めたシ
ミュレーション例である。また、図１２は、ウォブリング振幅に対するウォブル信号の出
力レベルの関係を求めたシミュレーション例である。
【００８４】
図１１においては、グルーブトラック２が形成されるグルーブ部と、グルーブトラック２
の代わりにデューティ８０％及び５０％の位相ピットからなる２種のピット列についての
特性を比較して示している。なお、図１１における３つの特性は、ウォブリング振幅を一
定値とした場合に対応する。また、図１１では、縦軸をトラッキングエラー信号の出力レ
ベルとしているが、ウォブル信号とトラッキングエラー信号はそれぞれ出力レベルが比例
するので、図１１の縦軸をウォブル信号の出力レベルとしても同様のカーブとなる。
【００８５】
ここで、ピット列のデューティは、トラック方向の長さにおける位相ピット形成部分の比
率の平均値を表している。セクタ情報等が記録される再生専用領域ＲＡは、ピット配置に
自由度がないため、概ねデューティ５０％を想定する。一方、ピット配置がランダムであ
る不可能領域ＵＡは、ある程度デューティの調節が可能であり、よりグルーブ部に近い条
件としてデューティ８０％を想定する。なお、グルーブ部の場合は、デューティ１００％
とみなすことができる。
【００８６】
図１１から明らかなように、ピット深さ（グルーブ深さ）が同一である場合は、デューテ
ィが小さくなると、出力レベルも小さくなる関係にある。これは、位相ピット部分が減る
ことにより、照射した光ビームに与える位相変化が小さくなるためである。
【００８７】
図１１において、グルーブ部のグルーブ深さを、規格に対応して３０ｎｍに設定するもの
とする。また、再生専用領域ＲＡでは、図６に示す光学的特性に基づく好適な範囲のうち
、位相ピットＰＩの深さを８０ｎｍに設定するものとする。これに対し、不可能領域ＵＡ
ではプリピット４の検出性能を考慮して、位相ピットＰＩ’のピット深さを小さくする必
要がある。ここでは、不可能領域ＵＡの位相ピットＰＩ’の深さを３０ｎｍと５０ｎｍの
２通りに設定するものとする。なお、図１１において、それぞれ設定されたピット深さ（
グルーブ深さ）の位置を点線にて示している。
【００８８】
次に、図１２においては、ピット深さ（グルーブ深さ）を上記の条件に設定した場合、ウ
ォブリング振幅を変化させた場合のウォブル信号の出力レベルの変化を示している。なお
、不可能領域ＵＡの位相ピットＰＩ’の深さとして、３０ｎｍを設定した場合が条件Ａに
対応し、５０ｎｍに設定した場合が条件Ｂに対応する。
【００８９】
図１２から明らかなように、ウォブリング振幅とウォブル信号の出力レベルは比例関係に
ある。また、図１１の特性に対応して、同じウォブリング振幅であっても、グルーブ部及
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び不可能領域ＵＡの条件Ｂ、不可能領域ＵＡの条件Ａ、再生専用領域ＲＡの順に抽出され
るウォブル信号の出力レベルが小さくなっていく。そこで、本実施形態では、ウォブリン
グ振幅を調整することにより、図１２に示すような上記条件の相違に起因するウォブル信
号の出力レベルの低下を補償している。
【００９０】
以上の検討に基づき、本実施形態に係るＤＶＤ－ＲＷの２つの実施例について図１３及び
図１４により説明する。図１３は、第１の実施例の構成を示す図であり、図１４は、第２
の実施例の構成を示す図である。
【００９１】
図１３、図１４に示す２つの実施例において、グルーブ部の条件と、再生専用領域ＲＡの
条件はそれぞれ共通になっている。すなわち、グルーブ深さが３０ｎｍに設定されると共
に、ウォブリング振幅Ｘは標準として予め定められた所定量が設定されている。また、再
生専用領域ＲＡにおける位相ピットＰＩは、デューティ５０％の条件の下、ピット深さが
８０ｎｍに設定されると共に、ウォブリング振幅が２．７Ｘに設定されている。
【００９２】
そして、図１３に示す第１の実施例では、不可能領域ＵＡにおける位相ピットＰＩ’は、
デューティ８０％の条件の下、ピット深さが３０ｎｍに設定されると共に、ウォブリング
振幅が１．３Ｘに設定される。このとき、図１２の下部に示すように、グルーブ部で抽出
されるウォブル信号の出力レベルＹに対し、不可能領域ＵＡと再生専用領域ＲＡでそれぞ
れ抽出されるウォブル信号が同様の出力レベルＹとなることがわかる。
【００９３】
次に、図１４に示す第２の実施例では、不可能領域ＵＡにおける位相ピットＰＩ’は、デ
ューティ８０％の条件の下、ピット深さが５０ｎｍに設定されると共に、ウォブリング振
幅がＸに設定される。この場合も、図１３の下部に示すように、グルーブ部で抽出される
ウォブル信号の出力レベルＹに対し、不可能領域ＵＡと再生専用領域ＲＡでそれぞれ抽出
されるウォブル信号が同様の出力レベルＹとなることがわかる。
【００９４】
このように、第１の実施例と第２の実施例は、いずれも各領域のウォブル信号の出力レベ
ルを略同一にすることできる。そして、第１の実施例では、グルーブ部と不可能領域ＵＡ
は、共通のピット深さ（グルーブ深さ）３０ｎｍが設定されている。一方、第２の実施例
では、グルーブ部と不可能領域ＵＡは、共通のウォブリング振幅Ｘが設定されている。
【００９５】
以上説明したように、本実施形態に係るＤＶＤ－ＲＷ１によれば、不法複写を防止するた
めの再生専用領域ＲＡと不可能領域ＵＡを設ける場合であっても、ピット深さやウォブリ
ング振幅などの条件を適切に設定することで、それぞれの領域のウォブリングに基づくウ
ォブル信号の出力レベルを一定に保つことができる。その結果、ウォブル信号を用いて記
録再生を制御する際の同期制御の安定化を図ることができる。
【００９６】
なお、本発明は上述した実施形態に限定されるものではない。例えば、上述した実施形態
では、記録情報を光学的に記録可能な光学式記録媒体としてＤＶＤ－ＲＷを用いて説明し
たが、ＤＶＤ－Ｒ等、別のフォーマットに基づく光学式記録媒体であっても本発明を適用
可能である。
【００９７】
また、上述した光学式記録媒体製造装置としてのカッティング装置によれば、異なる光ビ
ームＢＧ、ＢＬにより、光ディスク原盤上にプリピット４とグルーブトラック２をそれぞ
れカッティングするよう構成されているが、光変調器２５により１本の光ビームをディス
ク半径方向に大きく回折させることにより、プリピット４を形成することもできる。また
、かかる光学式記録媒体製造装置によれば、光ビームのパワー調整により位相ピットの深
さを変更するよう構成されているが、光変調器２５の制御により、それらを行わせること
もできる。
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【００９８】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、第１の領域、第２の領域、第３の領域を設けた光
学式記録媒体に対し、各領域を蛇行形成することにより抽出されるウォブル信号のレベル
を常に一定に保ち、同期制御を安定に行うことできる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本実施形態に係るＤＶＤ－ＲＷの平面図である。
【図２】プリピットが形成されたＤＶＤ－ＲＷの構造を示す図であり、（ａ）は斜視図で
、（ｂ）は断面図である。
【図３】再生専用領域及び不可能領域の構造を示す平面拡大図である。
【図４】再生専用領域の構造を示す断面図であり、（ａ）は位相ピットが形成されている
部分の断面図であり、（ｂ）は位相ピットが形成されていない部分の段面図である。
【図５】本実施形態に係るＤＶＤ－ＲＷにおける記録フォーマットの一部を示す図である
。
【図６】本実施形態に対応する実験結果を示す図である。
【図７】本実施形態に係るカッティング装置の概略構成を示すブロック図である。
【図８】本実施形態に係るカッティング装置において行われる光ディスク原盤のカッティ
ング処理を示すフローチャートである。
【図９】本実施形態に係るカッティング装置において行われる光ディスク原盤のカッティ
ング処理のうち、再生専用領域の形成処理を示すフローチャートである。
【図１０】本実施形態に係るカッティング装置において行われる光ディスク原盤のカッテ
ィング処理のうち、不可能領域の形成処理を示すフローチャートである。
【図１１】本実施形態に対応するシミュレーション結果のうち、ピット深さ（グルーブ深
さ）に対するトラッキングエラー信号の出力レベルの関係を求めたシミュレーション例を
示す図である。
【図１２】本実施形態に対応するシミュレーション結果のうち、ウォブリング振幅に対す
るウォブル信号の出力レベルの関係を求めたシミュレーション例を示す図である。
【図１３】本実施形態に係るＤＶＤ－ＲＷにおける第１の実施例の構成を示す図である。
【図１４】本実施形態に係るＤＶＤ－ＲＷにおける第２の実施例の構成を示す図である。
【符号の説明】
１…ＤＶＤ－ＲＷ
２…グルーブトラック
３…ランドトラック
４…プリピット
５、８…保護層
６…反射層
７…保護膜
９…基板
９Ａ…樹脂層
１１…記録層
２０…ランドデータ発生器
２１…パラレル／シリアル発生器
２２…プリフォーマット用エンコーダ
２３…クロック信号発生部
２４…レーザ発生装置
２５…光変調器
２６…対物レンズ
２７…ガラス基板
２８…レジスト
２９…スピンドルモータ
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３０…回転検出器
３１…回転サーボ回路
３２…送りユニット
３３…位置検出器
３４…送りサーボ回路
４０…ＣＰＵ
５０…グルーブデータ発生器
５１…ウォブル信号発生器
５２…可変利得アンプ
５３…スイッチ
ＣＨ…クランプ孔
ＲＡ…再生専用領域（第２の領域）
ＵＡ…不可能領域（第３の領域）
ＲＩ…制御情報領域
ＬＩ…リードインエリア
ＤＡ…記録領域（第１の領域）
Ｂ…光ビーム
ＢＧ…第１の光ビーム
ＢＬ…第２の光ビーム
ＳＰ…光スポット
ＰＩ、ＰＩ’…位相ピット
ＩＺ…イニシャルゾーン
ＲＺ…参照コードゾーン
Ｂ１…第１バッファゾーン
Ｂ２…第２バッファゾーン
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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